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要旨 

 我々は2013年3月26日から同29日にかけて東京大学木曽観測所主催で行われた「銀河学校2013」に参

加し、「木星の衛星の探査」というテーマで観測並びに研究を行った。本研究の目的は、第一に、木星周

辺の移動天体を探し出し、その天体が木星の衛星であるかどうかを検証することである。更に、系外惑星

探査でも有効な手法である直接撮像法を用いることで、最先端の研究の一端に触れることである。 

我々は恒星コロナグラフ法で撮影した画像から差分法を用いて移動天体（以下便宜上この天体のことを

「クリッキー」と呼ぶことにする）を発見し、クリッキーが木星の衛星であることの検証に成功した。更

に、クリッキーの軌道要素並びに大きさの推定も行った。 

 

1．観測 

観測場所：東京大学木曽観測所（東経137度38分、北緯35度48分） 

観測機材：105cmシュミット望遠鏡、KWFC（Vバンド） 

観測日時：2013年2月27日、28日、3月26日 

露光時間：30s/60s 

 

2．解析 

1．使用した撮像素子KWFCは図1のように8枚のCCDを組み合わせた

ものであるため、◯をつけた点に木星があるようにすることで、恒星

コロナグラフを再現しつつ撮影を行った。 

2．2月27日に1時間おいて撮影した2枚の画像に一次処理を施した後、

恒星を不動として差分をとることで、移動天体を発見した。図2に我々

がクリッキーを発見した際の差分画像を掲載する。 

3．2月28日に撮影した画像からもクリッキー1を発見した。 

4．ケプラーの第一法則（楕円軌道の法則）が成立しているとしてクリ

ッキーの軌道の形を推定した。 

5．ケプラーの第二法則（面積速度一定の法則）とケプラーの第三法則（調和の法則）それぞれからクリ

ッキーの公転周期を推定した。 

6．月とクリッキーの反射率並びに密度が等しいと仮定して、明るさの比較によりクリッキーの半径並び

に質量を推定した。 

図1：8枚のCCDによるKWFC

を用いた恒星コロナグラフ 

図2：差分画像 



 

 

3．結果 

 以下の表の通りである。但し、「公転周期1」はケプラーの第二法則から推定した公転周期、「公転周

期2」はケプラーの第三法則から推定した周期である。 

 

 

 

 

4．考察 

・今回は月との比較でクリッキーの半径並びに質量の推定を行ったが、月とクリッキーで反射率と密度

の相違が実際には存在する。特に密度に関して、月には核があることも考えれば、今回推定した値は実

際より最大で10倍程度大きい推定値である可能性がある。これを検証するためには、Vバンド以外での

撮影も行うことにより、表面の様子を推定することが必要である。 

・ケプラーの第ニ法則から導いた公転周期とケプラーの第三法則から導いた公転周期が約10倍異なっ

ている。この原因を検証するために3月26日に撮影した画像からクリッキーを探そうとしたが、まだ発

見できていない。 

 

5．まとめ 

 観測並びに研究の結果，我々はクリッキーが木星の衛星であることを確認し、更にその軌道要素と大

きさを推定することに成功した。 

 本研究で用いた手法は系外惑星の研究に応用できる手法であり、将来的に系外惑星探査に携わること

があればこの経験が非常に役立つはずである。 
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表1：クリッキーの軌道要素並びに大きさに関する推定結果 


